
JFE-HT570PC 
土木構造向け高強度鋼管杭 



材料規格 2

（1）機械的性質 

SKK490鋼管杭と比較して、降伏強度が 43％アップ 

　当社では2009年に建築基礎用鋼管杭として、従来品に比べ強度を飛躍的に向上

させた、引張強度570N/mm2級の『JFE-HT570P』を開発し、国土交通大臣認定

を取得しました。この度、この鋼管杭を港湾構造物等の土木分野へ適用するための各

種検討を行い、土木分野向けの高強度鋼管杭『JFE-HT570PC』を開発しました。　 

　本商品は、従来の鋼管杭と同様の設計および施工が可能であり、本商品を使用する

ことでより合理的・経済的な設計が可能となり、従来品のSKK490と比較して鋼材重

量を最大20％程度低減することができます。また、高強度化の実現により杭重量・サ

イズ減による杭工事の重機の小型化、工期の短縮が可能となり、施工コストの削減に

も貢献できるものと期待しております。 

『JFE-HT570PC』は、SM570と同等の化学成分を有しています。 

SKK490鋼管杭と比較して、鋼材重量が最大 20％程度低減 

ここで、 炭素当量 ： C＋Mn/6＋Si/24＋Ni/40＋Cr/5＋Mo/4＋V/14 
溶接割れ感受性組成 ： C＋Mn/20＋Si/30＋Cu/20＋Ni/60＋Cr/20＋Mo/15＋V/10＋5B 

単位 ： ％ 

溶接割れ 
感受性組成 

0.18以下 0.55以下 1.65以下 0.035以下 0.035以下 規定なし 規定なし SKK490 

0.18以下 0.55以下 1.70以下 0.035以下 0.035以下 
0.44以下 
（t≦50） 

0.28以下 
（t≦50） 

SM570 

0.18以下 0.55以下 1.70以下 0.035以下 0.035以下 0.44以下 0.28以下 JFE-HT570PC 

種類の記号 
 

C Si Mn P S 炭素当量 

参 考 

参 考 

（2）化学成分 

JFE-HT570PC 

SM570 

SKK490 

種類の記号 

570～720 

570～720 

490以上 

引張強さ N／mm2 

460以上（t≦16） 
450以上（16＜t≦40） 

460以上（t≦16） 
450以上（16＜t≦40） 

315以上 

降伏点又は0.2%耐力 
N／mm2

450

450 

315

降伏応力度の特性値 

参 考 

参 考 

参 考 

《SKK490》315N/mm2以上 　《JFE-HT570PC》450N/mm2以上 

はじめに 1

　『JFE-HT570PC』は、道路橋示方書や港湾基準にも記載されているSM570と同等、もしくは 

同等以上の材料規格としており、設計上は、SM570相当品として取り扱います。 

炭素当量および溶接割れ感受性組成は、いずれかを満足するものとします。 



製造範囲 4

　鋼帯を素材とし、巻きもどされたコ

イルは成形ロールなどによって、らせ

ん状に成形され、継目部はサブマージ

アーク溶接法により溶接されます。溶

接された管は所定の長さに切断され、

所定の形状に仕上げられます。さらに

、指定された仕様に基づいて附属品が

取り付けられ、検査工程を経て出荷さ

れます。 

スパイラル鋼管 

切断 
 

内面溶接成形 
 

外面溶接 
 

鋼帯（熱延コイル） 
 

サイドトリマー 

レベラー 
 

開先加工 

コイル継溶接 
 

附属品加工 
 

試験・検査 

出荷 

試験・検査 

製造方法 3

　鋼帯を素材とし、巻きもどされたコ

イルは成形ロールによって円筒形に成

形され、高周波電気抵抗溶接法で溶接

されます。溶接された管は走行切断機

により切断され、矯正ロールにより真

円度、真直度が矯正されます。さらに

端面仕上げ、附属品取り付け、検査を

経て出荷されます。 

電縫鋼管 

鋼帯 
 

高周波 
電気抵抗溶接 
 

エッジミーリング 
 

レベラー 
 

ケージロール 
フォーミング 

 

仕上げ 
フォーミング 

 

冷却 
 サイジング 

 
走間切断 
 

外面ビード除去 
 

試験・検査 

端面切削 附属品加工 試験・検査 出　荷 
 

●スパイラル鋼管製造工程図 
 

●電縫鋼管製造工程図 
 

●上記以外の範囲については、ご相談願います。　●△印のサイズに関しては、事前にご相談願います。 
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各種試験 5

ここで、 δm ： 最大水平荷重時の水平変位 

δ97 ： 最大水平荷重後の包絡線において、最大水平荷重の97％の荷重時の水平変位 

δ95 ： 最大水平荷重後の包絡線において、最大水平荷重の95％の荷重時の水平変位 

δu ： 最大水平荷重後の包絡線において、水平荷重が PyMの時の水平変位 

JFE-HT570PC 1.29％ 

SM570 1.52％ 

1.9
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ここで、 PyM ： （σyM－Ｎ／Ａ）Ｚ／ｈ 

σyM ： 降伏点（実験値）　Ｎ ： 軸力　Ａ ： 断面積　Ｚ ： 断面係数　ｈ ： 載荷高さ 

σyEM ： 実験初期勾配において、水平荷重がPyMの時の水平変位 

（a）JFE-HT570PC （b）SM570（板巻き鋼管） 

　『JFE-HT570PC』（スパイラル鋼管）が、道路分野で使用実績のあるSM570による板巻き鋼管と同等

の耐荷力および変形性能を有することを、「単杭の正負交番繰返し載荷実験」で確認しています。 

（1）耐震性能確認実験（単杭実験） 

実験方法 

実験結果（水平荷重と水平変位の関係） 

実験状況 

実験結果（水平変位一覧） 

1）（社）日本橋梁建設協会： 鋼製橋脚の耐震設計マニュアル（資料編）1998年11月 

1） 
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ここで、全塑性モーメントは、実測板厚を用いて計算した。 

（b）JFE-HT570PC （a）STK400 

428

全塑性モーメント 
（kN・m） 

393

軸方向降伏強度 
（N／mm2） 

98.7

断面積 
（cm2） 

2.5％ 

t/D

φ355.6　t9.5（t9.07） 

サイズ 
（実測板厚） 

STK400

45058378.22.6％ φ318.5　t8（t8.03） JFE-HT570PC

名　称 

　組み杭において、従来材を『JFE-HT570PC』に置換した場合の耐荷力および変形性能が従来材と同等

以上であることを、「組み杭の正負交番繰返し載荷実験」で確認しています。ここで『JFE-HT570PC』は、

従来材に比べて鋼重が21％低減された仕様で実験を行っています。 

（2）耐震性能確認実験（組み杭実験） 

実験方法 

実験で用いた鋼管 

実験結果（水平荷重と水平変位の関係） 

実験状況 



JFE-HT570PC または SKK490

単体試験片 

リード線 

板厚 ： 6.5mm

300mm
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SKK490 JFE-HT570PC

　防食性能に関して、『JFE-HT570PC』を従来材と同等の扱いとして良いことを、「浸漬試験」で確認

しています。 

（3）防食性能確認実験 

浸漬時間 2000時間 

試験温度 40℃ 

試験溶液 海水模擬（3.5％NaCl） 

JFE-HT570PCSKK490

溶接試験片 溶接部 

リード線 

板厚 ： 6.5mm

150mm150mm
40mm

（a）単体試験片 （b）溶接試験片 

実験の概要 

実験結果（浸漬電位の経時変化） 

実験結果（板厚減少量） 



試設計例 6

　『JFE-HT570PC』を用いた試設計例として、桟橋の事例を示します。 

　12m水深の直杭式横桟橋の鋼管杭の上杭を、SKK490からJFE-HT570PCに置き換える検討を行

っています。鋼管杭の応力状態が同等になるように断面を決めたところ、直径は1,500mmから

1,400mmへ、板厚は19mmから15mmまで削減することができました。その結果、鋼材重量は21％

低減できました。 

現場での溶接作業 7

　現場で『JFE-HT570PC』同士を溶接する場合には、『炭酸ガスシールドアーク溶接』を推奨しています。 

　一方、『JFE-HT570PC』と従来品のSKK400、490を溶接する場合は、従来品の強度を満足する溶

接材料を用いた『セルフシールドアーク溶接』を基本としています。 

－12m

φ1500×t19

＋4.7m

（a）SKK490

SKK400

－12m

φ1400×t15

＋4.7m

（b）JFE-HT570PC

SKK400

鋼量21％ 
ダウン 

SKK490 JFE-HT570PC

桟橋を対象にした試設計例 
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